
−12−

～事業活動の報告～ 

 

「第３次こうふ男女共同参画プラン」学習会 

 
日 時  平成２９年５月１５日（月） 

      １３：３０～１５：００ 

 

会 場  遊亀公民館 ２階 研修室 

 

講 師  山内 幸雄  

     山梨学院大学法学部教授 

     甲府市男女共同参画審議会会長 

 

資 料  第３次こうふ男女共同参画プラン 

     第３次こうふ男女共同参画プラン ダイジェスト版 

     甲府市配偶者等からの暴力の防止及び被害者支援基本計画 

 

参加者  一般（５名）甲府市男女共同参画推進委員（２４名） 

 

～感想～ 

・ 本日の山内先生のお話で、男女共同参画の基本理念・視点など、大変良く理解できたように思いま

す。 

・ 細部までよく練られたプランだと思いました。市民、事業者、行政のそれぞれの取り組みが明確になっ

ていて判り易い。市民としてフォローやフィードバックが必要。 

・ 何度か出席しますが今回は前回より理解できたと思います。もう一度学習会をしていただきたいで

す。 

・ 基本目標Ⅳの中で女性の貧困、子どもの貧困、連鎖が止まらない、現在フードバンクの活用がとても

多いことは大変な問題ではないか？…女性の生活、働き方・・・どうしたらよいのか？・・・ 

・ 望まない妊娠、男女雇用機会均等、

社会の反映が興味を持ちました。差

別や偏見をなくして男女に充実した家

庭を築きたいと思いました。 
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街頭啓発活動（男女共同参画推進週間） 

 

男女共同参画推進週間（６月２３日～２９日）の初日、甲府駅前にて、平成２９年３月に

策定された『第３次こうふ男女共同参画プラン』等の周知・啓発を図るためパンフレット

を配布し、マイクで呼びかけを行った。甲府市男女共同参画推進委員会として初めての取

り組みであったため、新聞などにも取り上げられた。 

 

日 時  平成２９年６月２３日（金） AM７：４５～８：１５ 

 

場 所  甲府駅前（南口・北口） 

 

参加者  市長、甲府市（市民部長、市民協働室長、人権男女参画課５名） 

     甲府市男女共同参画推進委員（２０名） 

 

配付部数 ７５０部 

 

配布物  トワ・エ・モア(甲府市男女共同参画情報誌)、都市宣言カード、 

起業ロールモデルセミナーチラシ、甲府市女性総合相談室カード 

男女共同参画パンフレット、ポケットティッシュ（Ａ４サイズＯＰＰ袋） 

 

～アンケート（推進委員）～  

 市長の参加は士気が上がって良かった。 

 北口側にもアナウンスが欲しかった。 

 定期的にすると良いと思いました。 

 男女共同参画があまり浸透していないように思えた。 

 男女共同参画週間初日に初めての街頭啓発活動が出来て良かった。 

 配布の際には笑顔を心掛けた。 

 スピーカー・マイクを使っての活動趣旨の呼びかけが良かった。 

 声掛けが間に合わなかったので、スピーカーでの呼びかけが補足できて良かった。 

 次回は配布物の小型化（B5 か封筒サイズ）を検討し、受け取る側の都合も考えたい。 

 実績をつくることも大切ですが、活動の質も考えて行きたい。 
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「起業ロールモデルセミナー」 

 『第３次こうふ男女共同参画プラン』策定に伴い、女性の活躍を推進するためのセミナ

ーを開催。市内で活躍をしている女性起業家２名を招き、実体験を踏まえた事例をお話し

いただいた。 

 
日 時  平成２９年７月１２日（水） 

      １３：３０～１５：００ 

 

会 場  総合市民会館 ３階 大会議室 

     （青沼３-５-４４） 

 

講 師  せいかひまわりスタジオ代表 

         針井 せいか さん 

      

     ネイルハウス ビーライズ代表 

         丸山 真弓 さん 

       

参加者  一般（２８名） 

     甲府市男女共同参画推進委員（１３名） 

     講師・関係者（３名） 

     人権男女参画課（３名） 

     商工課（３名） 

計５０名 

 

 

 

 

～参加者の声（抜粋）～ 

 簡単に起業と言いますが大変だと思いました。必ず協力者がいる事、感謝、それらをプラ

スにして成功している。人より努力家です。 

 お二人の頑張りに力を頂きました。信念を貫くことで成功する勇気と実感させて頂きました。 

 女性が起業するにあたって、どんな難しさがあるのか、どんな事が起きてくるのかなど、

具体的な話をたくさん聞くことができて参考になった。 

 仕事をする女性にとって一番の悩み、困る事は子育てとの両立だと思います。同じ女性と

してとても貴重なお話を聞くことができ、参考になりました。ありがとうございました。 

 今日は素晴らしいお話を聞かせていただき貴重な時間となりました。ありがとうございま

した。興味がありぜひ聞きたいという友人が何人もいましたが平日ということで参加でき

なかったので、次回はぜひ土日でお願いできたらと思います。友人たちに代わりお願いい

たします。 

 女性がいきいきと活動できる場があれば甲府市は元気がでると思います。 
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「ＮＷＥＣフォーラム 2017」ワークショップ 

第５期２年目の推進活動として、全国の男女共同参画推進関係者が集まるフォーラムに

参加し、甲府市男女共同参画推進委員会としてワークショップを開催した。 

 

日 時  平成２９年８月２５日（金） 

      １５：３０～１７：３０  

 

場 所  埼玉県比企郡嵐山町  

独立行政法人 国立女性教育会館 

（ＮＷＥＣ） 

      

参加者  一般 （３０名） 

甲府市男女共同参画推進委員（１６名） 

     甲府市人権男女参画課（２名） 

 

ワークショップテーマ    

「ジェンダーに敏感な視点で日常をみる」 

 

 

埼玉県・静岡県・北海道・栃木県・ 

山梨県・福岡県・東京都・愛知県・ 

大阪府・京都府・石川県・滋賀県・ 

秋田県からの参加者がありました。 

 

 

 

～参加者の声（抜粋）～ 

・ 世代間のギャップを感じました。様々な話が聞けて楽しかったです。 

・ 新しい考えを聞けて大変参考になりました。自分の中のジェンダーを改めて考えることができまし

た。年代や場所が違うと、ジェンダーについての考えも色々あると感じました 

・ グループの皆がファシリテーターと共に発言され、各々が思う所を出していただいたので、ものを見

る見方に新たに啓発されるなど、グループワークを楽しめました。 

・ 日本全国から参加しているので、その地によっていろいろな風習、年代によって考え方が違う事がと

ても楽しかったです。 

・ 皆さんとても熱心だったのでいい刺激を受けました。 

・ タイトル「ジェンダーに敏感な視点で日常を見る」が良くてこのワークショップに出ました。 

・ 最も身近な日常「あずまちゃん」には多くの考えさせられることがありました。分かりやすく楽しま

せてもらいました。 
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平成２８年度 

「甲府大好きまつり」 

毎年行われている甲府大好きまつりにて甲府市男女共同参画推進委員会の周知と、男

女共同参画推進活動を行うため出展し、啓発活動を行った。 

 
 
 
日時：平成２８年１０月２９日（土） ９：００～１６：００ 

 

開催場所：小瀬スポーツ公園 

 

実施内容：１．アンケート調査 

     ２．シール投票（テント内ボード設置） 

     ３．くじ引き 

     ４．景品、資料配付 

 

目的：男女共同参画の活動によく出てくる言葉（カジダン・イクメン・ケアメン・イクキ

ュウ・ジェンダー）の認知度を知ると共に、言葉の意味を知ってもらう。 

 

配布物：ふぇあねす（男女共同参画推進委員会

Newsletter）、甲府市男女参画都市宣言カード他 

配布数：４００部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 積極的に家事に取り組む男性 

 積極的に育児に取り組む男性 

 積極的に介護に取り組む男性 

 労働者のための「育児」を目的とした休暇のこと 

 性別に基づいて社会的に要求される役割などの社会的性別 
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平成２９年度  

 

日時：平成２９年１０月２８日（土） ９：００～１６：００ 

開催場所：小瀬スポーツ公園 

実施内容：１．アンケート調査 

     ２．シール投票（テント内ボード設置） 

     ３．くじ引き 

     ４．景品、資料配付 

目的：男女共同参画に関するシンボルマークの認知度を知る。 

ＤＶに関するアンケートを実施することで、知識の調査をするとともにＤＶの知識の向上 

と周知を図る。 

 

配布物：ふぇあねす、トワ・エ・モア、甲府市女性総合相談室カード、甲府市男女共同参画パン

フレット、シンボルマーク解説、パネル展チラシ 

配布数：４００部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答：４００名 
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街頭啓発活動（ＤＶ防止週間） 

甲府市でＤＶ防止基本計画を策定したことから、ＤＶ防止の市民意識を高めるために、

女性に対する暴力をなくす運動週間（１１月１２日～２５日）に、甲府市とともに甲府駅

前でパンフレット等を配布した。また暴力防止のシンボルであるパープルリボンをモニュ

メントに掲げ呼びかけを行うことで士気を高めた。 

 
日 時：平成２９年１１月１３日（月） ７：３０～８：３０ 

 

場 所：甲府駅前（南口・北口） 

 

参加者：市長、甲府市（市民部長、市民協働室長、人権男女参画課            

５名）甲府市男女共同参画推進委員（１７名） 

配付部数：８００部 

 

配布物：トワ・エ・モア、都市宣言カード、甲府市女性総合相談室カード、甲府市男女共同

参画パンフレット、ポケットティッシュ、パープルリボン運動チラシ（Ａ４サイズ

ＯＰＰ袋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ＹＢＳテレビニュースで街頭啓発風景が放映された。 

★日本ネットワークテレビに天野委員長、酒井副委員長、中村広報編集部長が出演しＤＶ

防止のＰＲを行った。 

★１１.１７山梨日日新聞に掲載された。 

★駅前から甲府市役所 1階に移動したパープルリボンツリーには期間中、賛同者３５６人

がパープルリボンを掛けた。 
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パープルリボン：女性への暴力の根絶を訴えるアウェアネスリボン。 

パープルリボン運動は１９９４年にアメリカ合衆国ニューハンプシャー州のベルリンで

始まり、日本ではＮＰＯ法人全国女性シェルターネットが中心となり、活動を展開してい

る。 

活動の一例として 2009 年 11 月 25 日（女性に対する暴力撤廃国際日）の夜に東京タワ

ーを紫色光でライトアップし、被害者に対して一人じゃないことを伝え、励ます意図が込

められた。 
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「パネル展」 

平成２８年度 

 

 
甲府市男女共同参画推進委員会の活動を知ってもらうことや男女共同参画の推進を図る

ため、また、女性の人権を侵害するＤＶ防止の啓発も盛り込み、パネル展を開催した。 

 

 

開催期間：平成２８年１１月２９日（火）～１２月３日（土） 

 

場 所：甲府市役所本庁舎 １階 市民活動室 

 

参加委員：２４名 

 

来客数：１１月２９日（火）２９名 

    １１月３０日（水）４３名 

    １２月 １日（木）２８名 

    １２月 ２日（金）３３名 

    １２月 ３日（土）１４名      

計１４７名 

 

感想 

 クイズにあった、女性の再婚禁止期間に関する法律について、私は知らず、今も存

在している事の正直驚いた。男性の再婚を規制する法はないのに、女性にはある事

がおかしいと強く思った。まだまだ社会は男中心であることを感じます。男性の中

にある古い考えを改めて戴き女性が持つ力を発揮できる社会作りを応援します。 

 今までこういう企画がある事を知りませんでしたし、見る機会もありませんでした

けれど社会がいろいろ変化して良い面、悪い面本当に考えさせられます。 

 県内の女性相談室は２４時間対応でなく困っている。少なくとも甲府市は現体制を

改善して頂きたい。時間外や緊急時は「くろーばー」が長時間対応しているが、今

後甲府市とは連携していきたいと考えている。（女性の人権サポート「くろーばー」

の支援者より） 
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平成２９年度 

開催期間：平成２９年１１月２７日（月）～１２月１日（金） 

 

場 所：甲府市役所本庁舎 1 階 市民活動室 

 

参加委員：２１名 

 

来客数：１１月２７日（月） ４０名 

１１月２８日（火） ６９名 

    １１月２９日（水） ２４名 

    １１月３０日（木） ４８名 

    １２月 １日（金） ２５名    

計 ２０６ 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想 

・ ＤＶ（精神的暴力）ではないかと思って市の女性相談室に相談した。他県出身で話し相

手がいなかったので、話を聞いてもらえありがたかった。 

・ 山梨に来て、葬儀の時、喪主がほとんど男性なのに驚いた。（実の娘がいるのに娘の夫が

喪主など）県外を知らないと、この意識も薄いと思う。 

・ ＤＶはダメ！ 

・ 男女共同参画のアンケート調査を見て、大きく広がってきたと思い嬉しかった。 

・ 様々な活動を展開されている皆様の活動内容を良く知ることができました。より深い内

容を知ったり、一緒に活動できればと思いました。ますますの活動の推進を期待してい

ます。（身近な女性の活躍をさらに市民に知らせてほしいです） 
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「甲府市男女共同参画フォーラム 2017」 

平成２８年度 

 
 
 
 
男女共同参画社会の実現を目指し、市と共催で行っている甲府市男女共同参画フォーラ

ム。今年度は講師に漫画家 倉田真由美さんを招き、「これからの女性の活き方」をテーマ

に「甲府市男女共同参画フォーラム２０１７」を開催した。 

 

日 時  平成２９年２月１８日（土） 

     開場１２：３０ 開会１３：００ 閉会１５：００ 

 

会 場  総合市民会館 芸術ホール 

 

出席者  来賓５名 表彰者１名 市長 甲府市男女共同参画推進委員長 

     甲府市男女共同参画推進委員３０名 

     甲府市（市民部長、市民協働室長、人権男女参画課５名） 

配布物   プログラム 

     ニュースレター「ふぇあねす」vol.８ 

      甲府市女性総合相談室カード 

     イクメン養成講座 こどもの「正しい歯のみがき方」チラシ 

     山梨県パンフレット（男女共同参画社会・DV） 

     アンケート 

     シャープペンシル（「男女共同参画都市 甲府」表示入り） 

     手提げ袋（「甲府市男女共同参画フォーラム」表示入り） 

 

配布数  ３５０部（来場者数） 

 

 

～フォーラムに向けてのＰＲ活動～ 

ＵＴＹテレビ 

ウッティ6丁目に

ミナミオバチャ

ンと共に甲府駅

前でイベントＰ

Ｒした時の様子 

ＵＴＹテレビ

ウッティ6丁目にミ

ナミオバチャンと共

に甲府駅前でイベ

ントＰＲした時の

様子
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～アンケート結果～ 

◎あなた自身についてお尋ねします。 

年齢   

・２０歳未満（１名） ・２０歳代（１名）  ・３０歳代（３名）  

・４０歳代（8 名）・５０歳代（１７名） ・６０歳代（５２名）  

・７０歳代以上（７５名） ・未回答（１名） 

 

住所  ・市内（１０９名）    ・市外（８名）    ・未回答（４１名） 

 

◎講演「これからの女性の活き方」はいかがでしたか？ 

   □大いに満足（５５名） □やや満足（６３名） □やや不満（１２名） □大いに不満（３名） 

 

◎甲府市男女共同参画推進委員を知っていましたか？ 

   □知っていた（１１４名）    □知らない（４１名）    □未回答（３名） 

 

～お客様の声～ 

・ 大変楽しく参考になりました。スーパー高齢者、趣味、少しだけワガママに生きるなど男性も大勢参加

されているので、タイトルの「女性」はない方が男性も関心をひけるかも。 

・ 本音の大切さがにじみ出ていて楽しく聞けました。 

・ 倉田さんの明るい人柄と明るい話、スーパー高齢者は無理としても色々なことにチャレンジして生きた

いと思います。くらたま流スッキリ生きる方法、実践してみたいと思います。楽しい講演でした。 

・ 親しみやすい話しぶりで好印象でした。最後に男女の別としてより、人としての価値観を見出していけ

たらと思いました。 

・ 男性の生き方にも共通していると思います。 

・ 自分の立場に置きかえて少しだけこれからわがままに生きるつもりになりました。 

・ 身近な題目で話が聞きとり易かった庶民的で、親しみのある感じで良かったと思います。ユニークなも

のの言い方に共感しました。 

・ 気さくで感じのよい人柄に惹かれました。年代の相違で考え方の違いは多少感じましたが生き方は自

由ですからよいと思います。 

（甲府市都市宣言文群読） 

（講師:倉田 真由美さん） 

～フォーラム当日の様子～ 
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【川柳作品展は3/7(水)～3/10(土) 1F 多目的室にて開催します。】

講 演

○開会セレモニー
＊最優秀川柳の表彰
＊女性活躍推進優良事業者等の表彰

○甲府市男女共同参画推進委員会活動報告

平成３０年３月１０日（土）

１３：００～１６：００
甲府市総合市民会館芸術ホール

（甲府市青沼３－５－４４）

お問い合わせ
甲府市役所 人権男女参画課
ＴＥＬ ２３７－５２０９ ＦＡＸ ２２２－２０６２

主催 甲府市／甲府市男女共同参画推進委員会
後援 甲府市自治会連合会／甲府市女性団体連絡協議会

NHK甲府放送局／山梨放送・山梨日日新聞／テレビ山梨

入場無料

講 師 村上 信夫 さん
元ＮＨＫエグゼクティブアナウンサー

｢おはよう日本｣｢ニュース７｣｢ラジオビタミン｣などを担当

○アトラクション
甲府商業高等学校 ソングリーダー部

平成29年度

撮影・鶴崎 燃


